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オ ープンソ ー スと USB を利用した個人用計算機支援環境の構築実践プロジェクト

一早期体験型実験・演習科目開発プロジェクト ー

1. はじめに

数理工学科1年次必修科目「情報処理基礎」におい

ては 平成 22年度より KNOPPIX-MATH を利用した情報処

理導入教育を行っている。平成 24 年度における本プロ

ジェクト支援によるUSB とオープンソースを利用した

個人用計算機支援システム構築導入教育実践事例につ

いて報告する。

KNOPPIX は l 枚の CD（または DVD）の中に OS と多数

のアプリケーションが収録されている Linux ライブデ

ィストリビュ ーションの一つである。 ハードディスク

に OS をインストールする必要がなく、 CD, DVD, USB な

どのブート可能メディアから起動する。 ハー ドディス

クに変更を加えずに Linux 環境でさまざまなコマンド

やアプリケーションを使うことができる。 特に、 USB

にインストーノレされた USB-KNOPPIX は起動やアクセス

時聞が格段に短く， システム停止後もホ ーム ・ディレ

クトリ等の内容変更を USB 上に保存できる。このため

PC本体とは別個に， USB 上に独自のシステム環境での

作業が可能となる PC 環境を構築できる。

本プロジェクト実習科目で利用した MathLibre2012

は KNOPPIX/Math Project により作成されたものであ

る。間OPPIX を原型に数学ソフトウェアが多数収録さ

れている。 オープンソースソフトウエアであり， 学生

に経済的負担をかけることなく、 十分に教育効果の高

い情報処理教育が実践可能な支援システムである。

2. 講義概要

・科目名：情報処理基礎 (1年次必修）

• 24 年度受講者：12 名

・講義環境：学習支援室

OA フロア小教室 （最大席数 20)

ノ ー トPC : DELL precision M4500×12

（学科所有のものを毎回貸出、 本プロジェクト予算

によりl台を追加補充購入）

MathLibre 2012版 DVD ×12

USB ( 8 G) （学科共通予算購入品）×12 

．自習室環境：図書閲覧室

ディスクトップ PC 5台設置、 内l台は本プロジェ

クト予算により購入）

－講義内容

(l)KNOPPIX の導入（ 1 回）

(2）基本的なアプリケーションの利用法

(3)UNIX の基礎概念と基本的なコマンド

(3回）

(1回）
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(4) Latex による文書作成 (5 回）

(5）発表会 (3回）

(6)0pen Source Conference 2012 in Fukuoka

(KCS 福岡情報専門学校で開催、 学外実習として本

プロジェクト予算からの旅費の援助により1年生

全員参加）

(7) Sage 入門（2 回）

2. 1 KNOPPIX の導入

• USB-KNOPPIX の作成を行った。 USB (8G）にシス

テム （約 4G）をインストールし、 データ領域（約

3. 5G）作成に約 30～45 分を要した。

• WEB ブラウザ（Iceweasel）を利用し， 学内ネット

ワ ークを介してインターネットへの接続を行った0

・メイラー （Icedove）を利用し， 熊本大学全学メイ

ルサービスによるメイルアカウントの設定後， 講

義担当者へテストメイルの送信を行った。

以上の作業を全員1時間 30 分内で終了した。

以後， レポート提出はすべてファイル添付しメイル

送付することとした。

2.2 基本的アプリケ ー ションの利用

文書作成アプリケーション LibreOffice を利用し，
一般文書と数式文書の作成実習を行った。 Microsoft

Word と互換性のある LibreOfficeWriter， 数式エデ
、

イ

タ LibreOfficeMath ， プレゼンテー ション用ソフト

LibreOfficelmpress を利用した。数学演習問題と解答

の文書作成と 発表用のシートの作成を課題として与え，

発表会を行った。

課題： LibreOfficeWriter+Math を利用して、 微分方

程式と線形代数の演習問題と解答を作成せよ。

課題： LibreOfficelmpress を利用して， 微積分， 線形

代数または微分方程式の証明問題か計算問題を1題選

択し 発表用スライド文書を作成せよ。

大教室での 発表を想定し、作成の際に与えた注意事項：

• 1シートに収める数式行数と文字サイズに留意する

．解答式の変形が一行毎に表示されるように作成する

を与えた。 発表技術の個人格差はかなり認められたが、

ほぽ全員が各事項を満たすシートを作成することがで

きた。

2.3 UNIX の基礎概念と基本コマンド

Linux 1 ＞についての基本的な項 目について概説し， UNIX2l

の 基本的なコマンド操作の実習をおこなった。

・ファイルシステムとディレクトリ構成






